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特集１

オルガンに出会う
特集２

開かれた広場で

ス
を
求
め
ま
し
た
。
巨
匠
い
わ
く
、

 

「
オ
ル
ガ
ン
の
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
、

家
具
の
な
い
家
の
よ
う
な
も
の
。
オ
ル
ガ
ン

は
、
ホ
ー
ル
の
真
ん
中
に
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
自
体
が
、
オ
ル
ガ

ン
を
備
え
た
楽
器
な
の
で
す
」

　

ホ
ー
ル
の
「
顔
」
と
な
る
、
夢
の
オ
ル
ガ

ン
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

唯
一
無
二
の
オ
ル
ガ
ン

  

「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
は
、

大
型
の
コ
ン
サ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
が
ま
だ
少
な

か
っ
た
時
代
に
、
言
わ
ば
開
拓
者
的
な
存
在

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
ッ
ハ

の
よ
う
な
古
典
か
ら
20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
オ

ル
ガ
ン
音
楽
ま
で
演
奏
で
き
る
音
色
の
構
成
、

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
感
。
本
格
的
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
共
演
で
き
、
こ
れ
ほ
ど
幅
広
い
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
弾
け
る
オ
ル
ガ
ン
が
、
初
め

て
日
本
に
登
場
し
た
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
」

　

と
話
す
の
は
、
ヤ
マ
ハ
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
技
術
者
、
八
木
田
淳
さ
ん
。
定
期
的
に
保

守
点
検
し
、
よ
り
演
奏
し
や
す
く
機
能
を
改

善
す
る
な
ど
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
を
常
に
見
守

り
続
け
て
い
る
人
物
で
す
。

 

「
オ
ル
ガ
ン
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
で

発
展
し
ま
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
…
…
国
や
地
域
ご
と
に

様
式
が
異
な
り
、
時
代
ご
と
の
要
請
や
音
楽

の
歴
史
と
共
に
成
長
し
て
き
た
楽
器
で
す
。

現
代
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
設
置
す
る
際

に
は
、
ど
ん
な
音
楽
を
演
奏
し
た
い
か
と
い

う
ホ
ー
ル
の
意
図
に
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う

な
様
式
の
オ
ル
ガ
ン
を
設
計
す
る
か
考
え
て

い
き
ま
す
」

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
名
門
オ
ル
ガ
ン
ビ
ル

ダ
ー
、
リ
ー
ガ
ー
社
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

を
繋
ぎ
、
設
計
、
輸
入
、
設
置
ま
で
完
成
に

至
る
道
の
り
を
先
導
し
て
く
れ
た
の
も
、
ヤ

マ
ハ
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
間
に
あ
る
リ
ー
ガ
ー
社

の
工
房
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ

ン
は
パ
イ
プ
１
本
１
本
か
ら
す
べ
て
の
パ
ー

ツ
が
職
人
の
手
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
仮
組
み

を
し
て
音
色
を
確
認
す
る
と
、
解
体
し
て
陸

路
・
海
路
で
輸
送
、
開
館
前
の
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
に
運
び
込
み
、
半
年
か
け
て
組
み
立

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
の
正
面
に

聳そ
び

え
る
の
は
、
世
界
最
大
級
の
オ
ル
ガ
ン
で

す
。
５
８
９
８
本
も
の
パ
イ
プ
か
ら
創
り
だ

さ
れ
る
音
色
を
、
生
で
聴
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？　

多
種
多
彩
な
音
が
き
ら
め
き
な

が
ら
降
り
注
ぎ
、
身
体
ご
と
響
き
に
包
み
こ

ま
れ
る
よ
う
な
、
圧
倒
的
音
楽
体
験
で
す
。

　

こ
の
巨
大
な
楽
器
、
鍵
盤
を
弾
く
こ
と
で
、

長
さ
も
太
さ
も
形
状
も
素
材
も
様
々
な
パ
イ

プ
に
、
ふ
い
ご
に
よ
っ
て
空
気
が
送
り
こ
ま

れ
、
複
雑
な
仕
掛
け
で
音
が
鳴
る
の
で
す
。

オ
ル
ガ
ン
は
一
台
一
台
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、

ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
物
と
一
体
化
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
代
初
頭
、
東
京
初
の
コ
ン

サ
ー
ト
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
を
設
計
す
る
に
あ
た
り
、
初
代
館

長
・
佐
治
敬
三
は
、
世
紀
の
大
指
揮
者
ヘ
ル

ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン
に
ア
ド
バ
イ

オ
ル
ガ
ン
に

出
会
う

夏！　
明るい日差し、ぐんぐん育つ植物、夏休みの子どもたちの声……

力強いエネルギーを感じる季節です。
ワクワクする体験、したいですね。

今号は、夏から初秋にかけて行われる
心楽しい公演を軸に、

特集２本立てでお送りします。
思わず身体が反応する音色、
心がパーッと開く感覚。

特別な時間を、サントリーホールで。

特
集
１

大ホールの正面、ステージ奥の２階P席の後方に構えるオルガン。
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以
来
、
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
多
彩
な
音
色
や

響
き
を
身
近
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
、

様
々
な
公
演
が
企
画
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
壮
大
な

交
響
曲
、
世
界
的
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
リ
サ
イ

タ
ル
、
レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
、
ク

リ
ス
マ
ス
恒
例
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

な
か
で
も
最
も
長
く
続
く
名
物
企
画
が
、
月

一
度
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
、
無
料
で
開
催
し

て
い
る
「
オ
ル
ガ
ン 

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

コ
ン

サ
ー
ト
」
で
す
（
現
在
は
事
前
予
約
制
）。

ま
ず
は
、
気
軽
に
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

30
分
間
の
演
奏
を
聴
い
て
ホ
ー
ル
を
出
る
頃

に
は
、
き
っ
と
心
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
る
は

ず
。
身
体
の
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
さ
れ

た
よ
う
な
、
心
が
ぽ
っ
と
あ
た
た
か
く
な
る

よ
う
な
。　

　

そ
し
て
近
年
、
夏
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
オ
ル
ガ
ン
の
世
界
を
一
日
中
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
「
オ
ル
ガ
ン
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ

Ｉ
！
」。
同
じ
楽
器
で
も
演
奏
す
る
曲
目
に

よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
音
色
を
発
し
、
同

じ
曲
で
も
演
奏
家
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
響

き
を
表
現
で
き
る
の
が
、
オ
ル
ガ
ン
の
特
徴
。

５
８
９
８
本
の
パ
イ
プ
と
74
の
ス
ト
ッ
プ

（
特
定
の
音
色
の
パ
イ
プ
を
選
ぶ
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
）
を
持
つ
オ
ル
ガ
ン
だ
か
ら
こ
そ
、

様
々
な
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
聴
き
比
べ

る
こ
と
が
で
き
、
何
人
も
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

の
演
奏
を
続
け
て
聴
く
こ
と
で
、
広
く
深
い

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
オ
ル
ガ
ン

　

と
こ
ろ
で
、「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
」
と
い
う

職
業
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
同
じ
鍵
盤
楽
器
奏
者
で
も
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
り
ま
す
。
奏

法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い
ち
ば
ん
の
違
い

は
、
建
物
と
一
体
化
し
た
巨
大
な
規
模
の
楽

器
な
の
で
、
所
有
す
る
の
が
格
段
に
難
し
い

こ
と
。
ま
た
、
西
洋
に
比
べ
て
日
本
は
教
会

も
少
な
く
、
オ
ル
ガ
ン
を
備
え
た
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
も
全
国
で
数
え
る
ほ
ど
、
練
習
の

機
会
さ
え
な
か
な
か
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に

な
り
、
日
々
ど
の
よ
う
に
オ
ル
ガ
ン
と
向
き

合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

「
オ
ル
ガ

て
据
え
付
け
、
整
音
。
２
年
近
く
か
け
て
生

ま
れ
た
の
が
、「
北
ド
イ
ツ
の
重
厚
な
ス
タ

イ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
に
特
徴
的
な
水
平
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
管
を
備
え
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
音
楽

の
作
品
表
現
に
も
配
慮
さ
れ
た
」、
世
界
最

大
級
の
オ
ル
ガ
ン
な
の
で
す
。

 

「
環
境
に
影
響
を
受
け
や
す
い
非
常
に
繊
細

な
楽
器
で
す
が
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
り
、
と
て
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
36
年
間
で
建
物
に
よ
り
馴
染
み
、
響
き

も
落
ち
着
き
ま
し
た
。
良
い
楽
器
で
す
」　

　

と
愛
お
し
そ
う
に
語
る
八
木
田
さ
ん
。

　

30
周
年
に
は
大
規
模
な
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

を
行
い
、
よ
り
ク
リ
ア
で
美
し
い
音
色
に
な

り
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る

オ
ル
ガ
ン
に

　

１
９
８
６
年
10
月
12
日
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
最
初
に
響
い
た
音
は
、

当
時
の
館
長
・
佐
治
敬
三
が
、
こ
の
オ
ル
ガ

ン
の
鍵
盤
で
鳴
ら
し
た
「
ラ
（
Ａ
）
」
の
音

で
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
に
い
の
ち
が
宿
り
、
新

し
い
空
間
に
音
楽
が
流
れ
始
め
た
瞬
間
で
す
。

ストップ
左右の丸いノブを手前に引くと、特
定のパイプ群が鳴る仕組み。「トラ
ンペット」「ヴィオラ」など楽器名や
数字で名付けられた音色が74。ス
トップの組み合わせを事前にプログ
ラムする電子制御システム搭載。

1986年10月12日（日）、午前10時半。
初代館長・佐治敬三による、サントリー
ホール開館宣言。オーケストラのチュー
ニングのように、オルガンの「ラ（ A）」
の音色が、大ホールに鳴り響きました。

手鍵盤
鍵盤の音域は5オクターブ、ストッ
プ操作によって9オクターブ以上の
発音が可能。数字が書かれた四角
い白ボタンで、ストップの組み合わ
せを呼び出します。

鏡とモニター
オーケストラと一緒に弾く時は、この
鏡やモニターで指揮者の動きを見ます。

パイプ
外側に見えるのはほんの一部で、
数千本のパイプが、内部にある3
階建ての小部屋のようなスペースに
収められています。 金属製と木製、
発音原理も２種類、共鳴パイプもあ
り、5898本にもなるのです。

足鍵盤
両足のつま先とかかとを使って弾き
ます。ボタンやペダルは様々な機能
を動かすためのもの。オルガニスト
は身体全体を使って演奏します。

奏者は、中央にある演奏台（コンソール）
で4段の手鍵盤と足鍵盤、ストップを操り
ながら演奏します。

オルガン演奏の仕組み

大変デリケートな楽器なので、
ヤマハのチームによってこまめな
整 備 点 検が 行われています

（右）。30周年の改修工事の
際はリーガー社から職人がやっ
てきて、大規模なオーバーホー
ル、その後の整音作業（左）
まで数ヵ月かけて行いました。

サントリーホールのオルガンのメンテナ
ンスを担当するヤマハ技術者のひとり、
八木田淳さん。

©N.Ikegami ©N.Ikegami
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音
色
の
組
み
合
わ
せ
を
作
る
作
業
に
時
間
を

か
け
る
の
で
す
が
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
す
ご

く
迷
い
ま
す
。
選
び
放
題
な
の
で
！　

音
色

を
ひ
と
つ
足
す
だ
け
で
、
色
彩
が
変
わ
る
ん

で
す
。
絵
の
具
を
一
滴
垂
ら
し
て
混
ぜ
る
よ

う
な
感
じ
で
。
な
ん
で
も
で
き
る
オ
ル
ガ
ン

な
の
で
、
弾
き
た
い
曲
が
あ
り
す
ぎ
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
る
の
に
困
る
ほ
ど
、
と
て

も
楽
し
い
楽
器
で
す
」

　

演
奏
す
る
先
々
で
異
な
る
楽
器
と
出
会
う

喜
び
も
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
な
ら
で
は
。

 

「
い
か
に
し
て
オ
ル
ガ
ン
と
〝
い
い
関
係
〟

を
築
け
る
か
。
時
間
を
か
け
て
仲
良
く
な
れ

ば
、
楽
器
は
応
え
て
く
れ
ま
す
」

オ
ル
ガ
ン
を

楽
し
み
尽
く
す

　

さ
て
、
今
年
の
「
オ
ル
ガ
ン
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ

Ｉ
！
」
は
８
月
11
日
（
金
・
祝
）
開
催
で
す
。

オ
ル
ガ
ン
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
劇
仕

立
て
で
解
説
す
る
「
オ
ル
ガ
ン
研
究
所
」（
４

歳
の
お
子
様
か
ら
入
場
で
き
ま
す
）
か
ら
、

王
道
バ
ッ
ハ
の
作
品
を
中
心
に
し
た
珠
玉
の

コ
ン
サ
ー
ト
ま
で
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

今
年
な
ら
で
は
の
注
目
は
、
不
朽
の
名
作
ア

ニ
メ
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
」
に
ち
な
ん
だ

曲
を
演
奏
す
る
「
オ
ル
ガ
ン
×
ベ
ル
サ
イ
ユ

の
ば
ら
」。
原
田
真
侑
さ
ん
の
演
奏
と
、
宝

塚
歌
劇
団
で
オ
ス
カ
ル
も
演
じ
た
俳
優
・
声

優
の
七
海
ひ
ろ
き
さ
ん
の
朗
読
で
、
ベ
ル
ば

ら
の
世
界
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
初

体
験
の
方
か
ら
オ
ル
ガ
ン
フ
ァ
ン
ま
で
、
そ

し
て
夏
休
み
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
一
日
。「
楽
器
の

王
様
」
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
を
、
た
っ
ぷ
り
と
。

ン
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ
！
」
に
も
出
演
す
る
、
原

田
真
侑
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

 
「
私
の
場
合
、
幼
い
頃
か
ら
母
に
ピ
ア
ノ
を

教
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
、
家
族
で
教
会
に

通
っ
て
い
た
の
で
、
大
き
な
オ
ル
ガ
ン
に
憧

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
校
３
年
生
の
時
、

近
く
の
女
子
大
の
チ
ャ
ペ
ル
で
、
子
ど
も
の

た
め
の
オ
ル
ガ
ン
体
験
講
座
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
ま
だ
足
が
ペ
ダ
ル
に
届
か
な
い
ほ
ど
で

し
た
が
、
参
加
し
て
、
初
め
て
弾
い
た
途
端

に
、『
こ
れ
だ
！
』
と
。
も
う
、
響
き
が
素

晴
ら
し
く
て
」

　

毎
年
講
座
を
受
け
、
家
で
は
電
子
オ
ル
ガ

ン
で
練
習
、
プ
ロ
を
目
指
し
て
音
大
へ
。
最

初
に
弾
い
た
フ
ラ
ン
ス
古
典
作
品
へ
の
憧
れ

も
あ
り
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
な
ん
と
ベ
ル

サ
イ
ユ
宮
殿
王
室
礼
拝
堂
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾

く
機
会
も
あ
っ
た
と
い
う
原
田
さ
ん
に
と
っ

て
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
は

「
い
つ
か
弾
い
て
み
た
い
オ
ル
ガ
ン
」
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

 

「
と
に
か
く
ス
ト
ッ
プ
が
多
彩
で
、
可
能
性

が
無
限
大
。
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
演
奏
の
準
備

と
し
て
、〝
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
と
い
う
、

サントリーホールで

オルガンZANMAI !
8月11日（金・祝）　大ホール／ブルーローズ（小ホール）

オルガン研究所　
大ホール　10:30開始（10:00開場）
オルガン：石丸由佳　
研究員：玉川大学芸術学部パフォーミング・アーツ学科／演劇・舞踊学科

【チケット料金】自由席 1,500円（こども、おとなとも／定員500名）　
※4歳以上入場可／小学校低学年向け

珠玉のオルガンコンサート　
大ホール　13:00開演（12:30開場）
オルガン：徳岡めぐみ　ナビゲーター：七海ひろき　
J. S. バッハ 前奏曲とフーガ イ短調 BWV 543
シューマン ペダル・フリューゲルのための練習曲 作品56より　ほか

【チケット料金】指定席 2,000円    
【有料オンライン配信】視聴券 1,000円（視聴１週間・ライブ＆リピート配信）

オルガン×ベルサイユのばら
大ホール　15:30開演（15:00開場）
オルガン：原田真侑　朗読：七海ひろき
アニメ『ベルサイユのばら』より
編曲：坂本日菜　演出・台本：田中麻衣子

【チケット料金】指定席 3,000円

“ポジティフ” ビー アンビシャス！　
ブルーローズ（小ホール）
12:00開演（11:30開場）オルガン：湊 彩花
14:30開演（14:00開場）オルガン：山司恵莉子

【入場無料】事前申込制・指定席・座席選択可　※4歳以上入場可

トークでもオルガンZANMAI！　　
16:45開始  大ホールよりオンライン配信
お話：徳岡めぐみ、原田真侑　ナビゲーター：七海ひろき

【視聴方法】24時間限定でデジタルサントリーホールより無料でご視聴いただけます。

独特な音色のポジティフオルガン。
「オルガン プロムナード コンサート」で演奏する原田真侑さん。

【Online】

【Online】

石丸由佳
 ©Naoko Nagasawa

模型を使って、オルガンの仕組みをわか
りやすく解説（昨年の公演より）。

七海ひろき徳岡めぐみ

原田真侑

このマークのつい
た公演は、未来
を担うこどもたち
や若きプロフェッ

ショナルな音楽家たちに向け
たサントリーホールの活動

「ENJOY!  MUSIC プログ
ラム」の一環として開催しま
す。音楽に出会うよろこび
の場、音楽を創るよろこび
の場、そして、より開かれた
ホールをめざし、様 な々取り
組みを行っています。

オ
ル
ガ
ン
の

イ
メ
ー
ジ
が

ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る

「
オ
ル
ガ
ン
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ
!
」

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
企
画
制
作
部 
曽
武
川
和
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
っ
た
一
台
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
多
彩
な
音
色
を
持
つ
オ
ル
ガ
ン
。
多
く

の
方
に
そ
の
豊
か
な
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ

き
た
く
て
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
オ
ル
ガ
ン
の

楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
と
生

ま
れ
た
の
が
「
オ
ル
ガ
ン
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ
!
」

で
す
。
５
回
目
と
な
る
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
オ
ル
ガ
ン
と
時
を
め
ぐ
る
」。
３
０
０
年
前

か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
バ
ッハ
の
名
曲
（
彼
自
身
、

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
し

た
）
や
影
響
を
受
け
た
作
曲
家
た
ち
の
作

品
を
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
徳
岡
め
ぐ
み
が
演
奏

す
る
「
珠
玉
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」。
フ

ラ
ン
ス
革
命
の
時
代
を
描
い
た
「
ベ
ル
サ
イ
ユ

の
ば
ら
」
の
作
中
音
楽
を
、
作
曲
家
・
坂

本
日
菜
の
編
曲
で
原
田
真
侑
が
演
奏
、
演

出
家
・
田
中
麻
衣
子
の
構
成
・
台
本
、
七
海

ひ
ろ
き
の
朗
読
で
お
届
け
す
る
「
オ
ル
ガ
ン

×
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
」。
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
（
小

ホ
ー
ル
）
で
は
、
独
特
の
可
愛
ら
し
い
音
色

を
奏
で
る
小
型
オ
ル
ガ
ン
、
ポ
ジ
テ
ィ
フ
オ
ル

ガ
ン
を
、
次
代
を
担
う
二
人
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

が
演
奏
し
ま
す
。
お
子
様
も
含
め
、
オ
ル
ガ

ン
が
初
め
て
の
方
々
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
、
特
別
な
一日
で
す
。
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れ
な
い
、
ガ
ム
ラ
ン
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
の
は
、
今
年
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル 

サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
作
曲
家
の
三
輪
眞
弘
さ
ん
。

 

「
ガ
ム
ラ
ン
は
宮
廷
だ
け
で
な
く
人
々
が
生

活
す
る
空
間
で
営
ま
れ
る
共
同
体
の
音
楽
で

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
屋
根
だ
け
が
あ

る
開
か
れ
た
建
物
に
奏
者
の
人
々
が
集
ま
っ

て
き
て
、
演
奏
が
自
然
に
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
感
じ
の
ま
ま
に
、『
ひ
ら
か
れ
た
家
』
が

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
に
も
登
場
し
ま
す
。
音
楽
が

鳴
る
と
行
商
や
屋
台
と
と
も
に
そ
の
村
の
顔

ぶ
れ
が
集
ま
る
。
そ
ん
な
雰
囲
気
も
味
わ
え

る
空
間
が
出
現
し
ま
す
」

　

人
々
が
集
い
、
自
由
に
ガ
ム
ラ
ン
の
世
界

を
体
感
す
る
ジ
ャ
ワ
の
村
「
Ｅ
ｎ
－
ｇ
ａ
ｗ

ａ
」。
な
ん
と
屋
台
ま
で
登
場
す
る
予
定
。

ガ
ム
ラ
ン
が
聴
こ
え
て
く
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
村
が
出
現

　

8
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
の
3
日
間
、
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統

音
楽
、
ガ
ム
ラ
ン
の
音
色
が
響
く
と
い
う
前

代
未
聞
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
あ
り
え
る
か
も
し

そ
し
て
、
こ
の
3
日
間
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
開
館

中
は
、
何
時
間
い
て
も
自
由
。
小
さ
な
コ
ン

サ
ー
ト
や
ガ
ム
ラ
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
座
談

会
な
ど
、
ガ
ム
ラ
ン
音
楽
を
多
角
的
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
な

り
ま
す
。

 

「
ガ
ム
ラ
ン
は
、
西
洋
音
楽
と
あ
り
方
が

ま
っ
た
く
違
う
音
楽
で
す
。
ま
た
、
楽
器
、

音
律
、
演
奏
形
態
な
ど
き
わ
め
て
精
緻
で
、

確
固
た
る
宇
宙
観
が
あ
り
、
現
代
の
音
楽
や

人
間
世
界
を
見
つ
め
直
す
鍵
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
、
演
奏
の
あ
る
空
間
に
は
、
ゆ
る

さ
や
心
地
よ
さ
が
あ
り
、
ど
ん
な
人
で
も
楽

し
め
る
と
思
い
ま
す
。
日
常
を
離
れ
た
時
間

に
浸
り
た
い
な
あ
、
と
か
、
旅
先
で
聴
い
た

ガ
ム
ラ
ン
を
久
し
ぶ
り
に
聞
き
た
い
な
、
と

い
っ
た
気
分
で
来
る
の
も
大
歓
迎
」

　

と
三
輪
さ
ん
。

　

三
輪
さ
ん
自
身
も
〝
村
人
〟
と
し
て
、
会

場
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加
す
る
予
定
で
、

三
輪
さ
ん
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機
会

に
な
り
そ
う
で
す
。
ラ
イ
ブ
感
あ
ふ
れ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
コ
ン
サ
ー
ト
、
ぜ
ひjalan-

jalan

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
ぶ
ら
ぶ
ら
す

る
の
意
）
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
か
れ
た

広
場
で

アークガーデンの
豊かな自然をフィールドに

ARK HILLS KIDS COMMUNITY「GREEN WORKSHOP」

キッズ・ファミリーフレンドリーな街、アークヒルズでは、アーク
ガーデンで四季を通じて自然と遊び、学び、育てる活動が行
われています。子どもたちの創造性や豊かな感性を育むという
もの。いつもアークの庭を手入れしているガーデニングの先生
たちと一緒に自然を楽しむ、学ぶさまざまなワークショップは子
どもたちに大人気です。

〈今後の開催予定〉
対象：4～10歳　定員 22名
参加費：3,000円　参加申し込みはアークヒルズHPより

8月特別回
● 日程：8月19日(土)　10:00～12:00
● プログラム：～色とりどりのハーバリウムを作ろう～

アークのお庭で育った植物で自分だけの
ハーバリウムをつくろう

※8月の特別回のみ、
申し込みは六本木ヒルズHP内の特設ページにて。
https://www.mori.co.jp/workshop/2023/

9月回
● 日程：9月23日(土)　10:00～12:00
● プログラム：～古くからの日本の行事を知ろう①～

アークの秋の七草を探してみよう
10月回
● 日程：10月28日(土)　10:00～12:00
● プログラム：～五感を駆使して植物を再現しよう～

アークのお庭でお気に入りの草花を見つけて
立体草花を作ってみよう

以降毎月1回開催。申込開始日等、詳しくは
https://www.arkhills.com/events/2023/03/0053.html
を参照ください。

※「サントリーホール サマーフェスティバル」の公演情報はP12をご覧ください。

En-gawa イメージ図　イラスト：KITA
ブルーローズ（小ホール）に出現する「ひらかれた家」。

ミュージック・ディレクションを担当するジャワ
ガムラン「マルガサリ」。

アークのお庭で育った植物で
自分だけのハーバリウムをつくろう

アークの秋の七草を探してみよう

立体草花を作ってみよう

プロデューサー：三輪眞弘
アルゴリズミック・コンポジションなど、変幻自在
な活動を続ける作曲家 三輪眞弘がアートコレク
ティブ KITAとガムラングループのマルガサリを迎
え、「ガムランのコスモロジー」を表現します。

特
集
２

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
性
を
も
つ
人
々
が
集
い
、

音
楽
の
悦
び
を
共
有
す
る
〝
広
場
〟
の
よ
う
な
も
の
。

今
年
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ（
小
ホ
ー
ル
）が
、

今
ま
で
に
な
い
〝
広
場
〟
に
な
り
そ
う
で
す
。

そ
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
が
あ
る

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
も
ま
た
、

音
楽
や
出
会
い
が
詰
ま
っ
た
広
場
。

心
が
開
く
体
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。
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「
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
た
く
さ
ん
呼
ん
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
幅
広
い
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
自
分
た
ち
で

つ
く
れ
た
ら
い
い
ね
、
と
三
浦
く
ん
と
の
話

か
ら
Ａ
Ｒ
Ｋ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
は
生
ま
れ
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
中
で
も
外
で
も
、

お
客
様
も
演
奏
家
も
、
皆
で
音
楽
を
楽
し
め

る
場
に
で
き
た
ら
と
」

　

十
代
の
頃
か
ら
活
躍
し
て
き
た
同
世
代
の

お
二
人
。
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
ツ
ア
ー
を
一
緒
に
す
る
機
会
が

あ
り
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
。
ア
ン
コ
ー
ル
で

デ
ュ
オ
の
小
品
を
演
奏
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
今
度
は
も
っ
と
大
き
な
作
品
で
共

演
し
よ
う
！
」
と
話
が
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

 

「
僕
は
そ
れ
ま
で
室
内
楽
を
す
る
機
会
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
三
浦
く
ん
と
出

会
っ
て
、
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
Ａ
Ｒ
Ｋ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
で
は
、
二

重
奏
や
五
重
奏
な
ど
、
普
段
で
き
な
い
貴
重

な
経
験
も
で
き
ま
す
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

の
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
（
小
ホ
ー
ル
）
は
、
お
客

様
と
の
距
離
も
近
く
て
、
緊
張
も
し
ま
す
が
、

と
て
も
楽
し
く
演
奏
で
き
る
場
で
す
」

　

さ
ら
に
、二
人
に
は
新
た
な
望
み
が
。「
自

分
た
ち
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
つ
く
っ
て
み
た

い
！
」
と
、
２
０
１
９
年
に
は
「
Ａ
Ｒ
Ｋ
シ

ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
」
を
結
成
。

 

「
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
も
活
躍
す
る
素
晴
ら
し
い
音
楽
家
た
ち

が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ

て
若
さ
あ
ふ
れ
る
、
夢
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

つ
く
れ
ま
し
た
」

　

爽
や
か
な
秋
風
が
吹
く
頃
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
、
ア
ー
ク
・
カ
ラ
ヤ
ン
広
場
、
近
隣

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
、
美
術
館
や
大

使
館
…
…
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
上
質
な
音

楽
が
彩
る
〝
ま
ち
の
音
楽
祭
〟、A

RK
 H

ills 
M

usic W
eek

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
、「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル 

Ａ
Ｒ
Ｋ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
」。
世
界
が
注
目

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
さ
ん
と
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
三
浦
文
彰
さ
ん
が
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
世
界
中
か

ら
音
楽
仲
間
が
集
結
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演

奏
を
親
密
な
雰
囲
気
で
身
近
に
味
わ
え
る
贅

沢
な
５
日
間
。
ご
自
身
も
毎
年
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
い
う
辻
井
伸
行
さ
ん
に
、

想
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
Ａ
Ｒ
Ｋ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
に
辻
井
さ
ん

は
ほ
ぼ
毎
日
出
演
、
１
日
２
公
演
の
日
も
。

 「
室
内
楽
も
、協
奏
曲
も
あ
っ
て
、ピ
ア
ノ
・

ソ
ロ
も
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
以
外
の
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
も
演
奏
す
る
の
で
、
本
当
に
楽
し
い

ん
で
す
。
今
年
は
、
坂
本
龍
一
さ
ん
や
久
石

譲
さ
ん
の
曲
も
初
め
て
披
露
し
ま
す
」

　

も
う
ひ
と
つ
、
辻
井
さ
ん
た
ち
が
実
現
し

た
の
が
、
屋
外
で
の
ラ
イ
ブ
・
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
で
す
。
ア
ー
ク
・
カ
ラ
ヤ
ン
広
場
で
心
地

よ
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
最
高
峰
の
音
楽

を
、
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
高
品
質
な
音
響
で

楽
し
め
る
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
場
で
す
。
広
場

に
音
楽
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
ホ
ー
ル
の
中
も
外

も
、
演
奏
者
も
聴
衆
も
一
体
に
な
る
感
覚
。

 

「
僕
た
ち
演
奏
す
る
側
も
、
め
っ
た
に
会
え

な
い
人
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
、
共
に

音
楽
を
や
り
、
盛
り
上
が
り
ま
す
。
演
奏
の

合
間
に
、
カ
ラ
ヤ
ン
広
場
に
集
っ
て
語
り

合
っ
た
り
、
ラ
イ
ブ
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
他

の
方
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
り
、
時
に
は
ゲ
リ

ラ
・
ラ
イ
ブ
な
ん
て
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

本
当
に
た
く
さ
ん
の
音
楽
家
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
祭
り
気
分
で
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
と
続
け

て
い
き
た
い
で
す
！
」

つじい・のぶゆき
2009年「ヴァン・クライバーン国際
ピアノ・コンクール」において日本人
として初優勝。以来、欧米の一流
オーケストラ、世界的指揮者から高
い評価を受けている。2018年、ヴァ
イオリニスト・三浦文彰と共にアー
ティスティック・リーダーとして「サント
リーホール ARKクラシックス」を立ち
上げた。

ARK Hills Music Weekは、サントリー
ホールのある街に音楽があふれます。写
真はサントリーホール屋上のルーフガー
デンコンサート。 左は、オフィスビルや
美術館での音楽風景。

上・昨年初めて共演した世界最高のトランペット奏者
セルゲイ・ナカリャコフ。今年も二人の共演が実現。
左・音楽への情熱あふれるARKシンフォニエッタ。
アーティスティック・リーダー三浦文彰さんの指揮姿も、
このフェスティバルならでは。

サントリーホール ARKクラシックスの楽しみ、
アーク・カラヤン広場でのライブ・ビューイング。

音
楽
が
彩
る

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
の
街
で

辻
井
伸
行
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

©Yuji Hori

©Yuji Hori

※「ARK Hills Music Week」「サントリーホール ARKクラシックス」の詳細はP14をご覧ください。

©堀田力丸

©堀田力丸
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8月25日（金） 19:00開演（18:20開場）   大ホール

指揮： 杉山洋一　東京都交響楽団
エドガー・ヴァレーズ  『アンテグラル（積分）』小オーケストラと打楽器のための 
ヤニス・クセナキス 『ジョンシェ（藺草が茂る土地）』大オーケストラのための
湯浅譲二 『哀歌（エレジイ）』オーケストラのための［編曲世界初演］
 『オーケストラの時の時』オーケストラのための
 『オーケストラの軌跡』［全曲世界初演　サントリー芸術財団委嘱作品］

指揮： 広上淳一　ヴァイオリン： 成田達輝　ピアノ： 萩原麻未　ナビゲーター： 高橋克典　日本フィルハーモニー交響楽団
サン゠サーンス（イザイ 編曲）  ワルツ形式の練習曲によるカプリース 
モーツァルト ピアノ協奏曲第21番 ハ長調 K. 467 より 第2楽章
メンデルスゾーン ヴァイオリン、ピアノと弦楽のための協奏曲 ニ短調 より 第3楽章
チャイコフスキー 幻想序曲『ロメオとジュリエット』

Concert InformationConcert InformationConcert Information

湯浅譲二 作曲家のポートレート ―アンテグラルから軌跡へ ―

日本フィル&サントリーホール　にじクラ～トークと笑顔と、音楽と

20世紀から21世紀へと、世紀を越えて日本の作曲史をリードしてきた湯浅譲二は、自らの創作に留まらず、「サントリーホール国
際作曲委嘱シリーズ」では監修者として世界の第一線で活躍する作曲家に管弦楽作品を委嘱し、新たな才能を多角的に紹介
するなど、サントリーホールを豊かな創造空間たらしめることにも尽力しました。94歳を迎える2023年8月、未完だった委嘱作品

『オーケストラの軌跡』の全曲を改めて初演するほか、ヴァレーズ作曲『アンテグラル（積分）』、クセナキス作曲『ジョンシェ（藺
草が茂る土地）』を含むプログラムで、湯浅作品の作曲の「軌跡」と「現在（いま）」を切り取ります。

オーケストラ公演ならではの特別な体験で、自然に“笑み”がこぼれて“心も元気に”。俳優の高橋克典がクラシック音楽の初心者
の方にも親しみやすくご案内する、大人のためのトーク付き名曲コンサート。開演前には、サントリーホールの顔とも呼ばれるオル
ガンのプレコンサートも！リハーサル体験や託児サービス、お好きな場所と時間で楽しめる有料オンライン配信もご利用ください。

日本の作曲史をリードしてきたレジェンドの「軌跡」

平日2時のクラシックコンサート、第2回目

【チケット料金】S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円　学生 1,500円

【チケット料金】S 5,500円　A 3,800円　Sペア 10,000円（S席2枚）
【有料オンライン配信】視聴券 2,200円（視聴１週間・ライブ&リピート配信）

湯浅譲二 ©Jyunichi Ishizawa

コンサート案内
2023年8〜11月

Concert Information

サントリーホール サマーフェスティバル 2023
耳が目覚める！ 頭に響く！ 圧倒的ナナメ上　音楽フェス

1987年の開始以来、音楽の“現在（いま）”を紹介し続けている、毎年恒例現代音楽の祭典「サマーフェスティバル」。今年
のプロデューサー・シリーズでは変幻自在な活動を続ける作曲家 三輪眞弘が「ガムランのコスモロジー」を表現します。サントリー
ホールはガムランの響き渡る広場に変わり、コンサート、新作初演、リハーサル、夜会や屋台までもがひらかれる、未来の音楽
の祭りをぜひご体感ください。また、世界の第一線で活躍する作曲家に管弦楽作品を委嘱し多角的に紹介するテーマ作曲家
には、2019年にウィーン国立歌劇場史上初めて、女性作曲家として同劇場からの委嘱オペラ『オルランド』が上演され、世界
的に大きな話題となったオルガ・ノイヴィルトが登場。このオペラを基にした新作『オルランド・ワールド』が今回の委嘱オーケス
トラ作品として世界初演されます。

8月23日（水）～28日（月） 大ホール／ブルーローズ（小ホール）

9月26日（火） 14:00開演（13:20開場／13:40～オルガン・プレコンサート）   大ホール

ザ・プロデューサー・シリーズ　三輪眞弘がひらく　ありえるかもしれない、ガムラン
プロジェクト型コンサート En-gawa　ブルーローズ（小ホール）　
8月25日(金) 13:00〜20:00 縁側のコンサート／ナイトプログラム「ガムラン・アセンブリーⅠ」
8月26日(土) 13:00〜20:00 縁側のコンサート／ナイトプログラム「ガムラン・アセンブリーII」
8月27日(日) 10:00〜17:00 縁側のコンサート

【チケット料金】 
1日入場パス　一般 2,000円（当日2,500円）　学生 1,000円（当日1,500円）

Music in the Universe
8月27日(日) 17:00開演（16:20開場）　大ホール　
ガムラン：マルガサリ　指揮：野村誠　ほか
ホセ・マセダ 『ゴングと竹のための音楽』ガムランと龍笛（ピッコロ）、

コントラファゴット、打楽器、合唱団のための（1997）
小出稚子『Legit Memories』（2023）［世界初演］
野村誠『タリック・タンバン』（2023）［世界初演］
藤枝守 『ピアノとガムランのためのコンチェルトno.2』（2023）［世界初演］
宮内康乃 『SinRa』（2023）［世界初演］

【チケット料金】一般 4,000円　学生 1,000円
【特別企画チケット】ザ・プロデューサー・シリーズ セット券 8,000円（限定50セット）

テーマ作曲家　オルガ・ノイヴィルト
サントリーホール国際作曲委嘱シリーズNo. 45（監修：細川俊夫）
作曲ワークショップ×トークセッション（日本語通訳付）　
8月23日(水) 19:00開始（18:20開場）　ブルーローズ（小ホール）

【チケット料金】聴講券（自由席）　一般 1,000円　学生 500円

オーケストラ・ポートレート（委嘱新作初演演奏会）
8月24日(木) 19:00開演（18:20開場）　大ホール
オルガ・ノイヴィルト 『オルランド・ワールド』（2023）［サントリーホール委嘱、世界初演］  ほか　

【チケット料金】 指定席 S 4,000円　A 3,000円　B 2,000円　学生 1,000円

室内楽ポートレート（室内楽作品集）
8月28日(月) 19:00開演（18:20開場）　ブルーローズ（小ホール）

【チケット料金】 指定席　一般 3,000円　学生 1,000円
【特別企画チケット】テーマ作曲家 セット券 6,500円（限定50セット）

第33回芥川也寸志サントリー作曲賞選考演奏会
8月26日(土)  15:00開演（14:20開場）　大ホール　
指揮：石川征太郎　尺八：黒田鈴尊*　三味線：本條秀慈郎*　新日本フィルハーモニー交響楽団

◎第31回芥川也寸志サントリー作曲賞受賞記念サントリー芸術財団委嘱作品
桑原ゆう『葉落月の段』* (2023)［世界初演］
◎第33回芥川也寸志サントリー作曲賞候補作品演奏、公開選考会
田中弘基 『痕跡／螺旋（差延II）』オーケストラのための（2021〜22）
松本淳一 『忘れかけの床、あるいは部屋』スコルダトゥーラ群とオーケストラのための（2016／18／22）
向井航 『ダンシング・クィア』オーケストラのための（2022）

【チケット料金】指定席 一般 2,000円（当日2,500円）　学生 1,000円（当日1,500円）

◎縁側のコンサート
8月27日の大ホール公演で作品を発表する作
曲家や、さまざまなジャンルの特別ゲストによ
るパフォーマンスと、ガムラン演奏によるコラボ
レーション。おおよその時間になると広場で自
然とはじまる、ゆるやかで、ひらかれたコンサー
トです。

◎ナイトプログラム「ガムラン・アセンブリー」
ホスト：三輪眞弘
En-gawaの夜会。ガムランを囲みながら、夏
の夜の座談会を開催します。

桑原ゆう

オルガ・ノイヴィルト ©Harald Hoffmann

萩原麻未
 ©Marco Borggreve

成田達輝
 ©Marco Borggreve

広上淳一
 ©Masaaki Tomitori

【Online】
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音楽がであう、音楽にであう — 秋恒例の“まちの音楽祭”

Concert Information

9月29日（金）～10月8日（日）  
サントリーホール、アーク・カラヤン広場　ほか 

9月29日（金）～10月3日（火）  大ホール、 ブルーローズ（小ホール） 

ARK Hills Music Week 2023
サントリーホールを中心に、「音楽のある街」＝アークヒルズ界隈が音楽で盛り
上がるお祭りウィーク。期間中はアーク・カラヤン広場でサントリーホール ARK
クラシックスのコンサートをライブ・ビューイングでご覧いただけるほか、気軽に
楽しめる音楽イベントが盛りだくさん。近隣の美術館など様々な施設でもコンサー
トが開催されます。

ARK Hills Music Week 2023

サントリーホール ARKクラシックス

11月2日（木） 19:00開演（18:20開場）  大ホール 

11月9日（木） 19:00開演（18:20開場）  大ホール 

世界で活躍する音楽仲間が大集結！5日間で多彩な11公演

アーティスティック・リーダーの辻井伸行（ピアノ）と三浦文彰（ヴァイオリン）をはじめ、世界で活躍する音楽仲間が大集結！
サントリーホール ARKクラシックスのレジデント・オーケストラ「ARKシンフォニエッタ」やレジデント・アンサンブル「ARK 
BRASS」も登場し、多彩な11公演でARK Hills Music Weekのオープニングを華やかに飾ります。

9月29日(金)
〔公演1〕 ARK オープニング・ナイト　
19:00開演（18:30開場）　ブルーローズ（小ホール）

9月30日(土)
〔公演2〕 ARK スペシャル・コンサート　辻井伸行＆セルゲイ・ナカリャコフ　
12:00開演（11:30開場）　大ホール
〔公演3〕 ARK TRIO　室内楽の魅力
13:30開演（13:00開場）　ブルーローズ（小ホール）
〔公演4〕 ARK JAZZ　スタンダード・ジャズの魅力　
15:30開演（15:00開場）　ブルーローズ（小ホール）
〔公演5〕 ARKシンフォニエッタ GALA 第1夜
17:00開演（16:30開場）　大ホール

10月1日(日)
〔公演6〕 ARK ショパン・スペシャル　辻井伸行　
12:00開演（11:30開場）　大ホール
〔公演7〕 ARK DUO　デュオの魅力
14:00開演（13:30開場）　ブルーローズ（小ホール）
〔公演8〕 ARKシンフォニエッタ GALA 第2夜　
17:00開演（16:30開場）　大ホール

10月2日(月)
〔公演9〕 ARK BRASS　スペシャル・ゲスト：セルゲイ・ナカリャコフ
19:00開演（18:30開場）　ブルーローズ（小ホール）

10月3日(火)
〔公演10〕 ARK ランチタイム・コンサート
12:00開演（11:30開場）　ブルーローズ（小ホール）
〔公演11〕 ARK クロージング・ナイト
19:00開演（18:30開場）　ブルーローズ（小ホール）

三浦文彰 ©Yuji Hori セルゲイ・ナカリャコフ
 ©Thierry Cohen

辻井伸行 ©Yuji Hori

ARK BRASS

昨年のARK Hills Music Weekより 

全11公演の
プログラムおよび詳細は
こちらからご覧ください。

詳細は下記ウェブサイトにて8月下旬公開予定です。
www.arkhills.com

小山実稚恵が、愛するConcertoの数々を心通う共演者たちと奏でる！

10月28日（土）
16:00開演（15:20開場）   大ホール

小山実稚恵 サントリーホール・シリーズ 
Concerto ＜以心伝心＞
昨年よりスタートした日本を代表するピアニスト小山実稚恵の年1回4年にわたる協奏曲演奏会 Concerto<以心伝心>の第２回目。
毎回異なるオーケストラ、指揮者をパートナーに迎え、小山実稚恵が愛してやまない協奏曲の数 を々お聴かせします。

ピアノ： 小山実稚恵　指揮： 小林研一郎　
日本フィルハーモニー交響楽団
ベートーヴェン  「エグモント」序曲 

ピアノ協奏曲第3番 ハ短調 作品37
ピアノ協奏曲第5番「皇帝」 変ホ長調 作品73

ピアノ・指揮： 内田光子　マーラー・チェンバー・オーケストラ　
モーツァルト ピアノ協奏曲第25番 ハ長調 K. 503 
シェーンベルク 室内交響曲第1番 作品9 
モーツァルト ピアノ協奏曲第27番 変ロ長調 K. 595　

ピアノ・指揮： 内田光子　マーラー・チェンバー・オーケストラ　
モーツァルト ピアノ協奏曲第17番 ト長調 K. 453 
ヴィトマン 『コラール四重奏曲』（室内オーケストラのための） 
モーツァルト ピアノ協奏曲第22番 変ホ長調 K. 482

内田光子 
with マーラー・チェンバー・オーケストラ 2023

世界的ピアニスト内田光子、マーラー・チェンバー・オーケストラと
モーツァルトのピアノ協奏曲を披露

鋭い知性と深い音楽的洞察で高い評価を獲得し、音楽ファンを魅了し続けている現代最高のピアニストのひとり、内田光子が
彼女の＜十八番＞とも言えるモーツァルトのピアノ協奏曲を、マーラー・チェンバー・オーケストラとともに弾き振りでお届けします。
1986年、サントリーホール開館時のオープニング・シリーズでモーツァルトの協奏曲全曲演奏を行って以来、日本の“ホーム”として、
来日公演のほとんどをサントリーホールで開催している内田光子の魅力を堪能できる２日間に、どうぞご期待ください。

2022年公演より ©N.Ikegami

2016年公演より
【チケット料金】S 24,000円　A 20,000円　B 16,000円　
C 12,000円　学生 2,000円

【チケット料金】S 9,000円　A 7,000円　B 4,000円

Concert Information
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充実したHibikiをお届けしてゆくために、
ぜひみなさまのご意見をお聞かせください。
アンケートにお答えくださった方に抽選で、
サントリーホールオリジナルグッズをプレゼ
ントします。サントリーホールホームページ 
suntory.jp/HALL/ の応募フォームに、ア
ンケートのお答え、お名前・ご住所、ご
希望のプレゼント（ＡまたはＢ）等をご記
入のうえ、ぜひご応募ください。
〆切は2023年8月31日

（木）、当選者の発表は9
月下旬のプレゼントの発
送をもって代えさせてい
ただきます。

Ａ オルガンＴシャツ　Ｍサイズ

 （5名様)

B 辻井伸行オリジナルミニ・バッグ
（3名様）

※0570で始まるこの電話番号は、国際電話および一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できません。
　ご利用いただけない場合は、03-3584-4402へお電話ください。

【チケットセンター窓口】10：00～18：00 ※18時以降の公演がある場合は開演時刻まで営業／（休館日は除く）

先行発売がご利用いただける「サントリーホール・メンバーズ・クラブ」、
公演情報、チケットのご購入など詳細は、サントリーホールホームページをご覧いただくか、
サントリーホールチケットセンターにお問い合わせください。
最新の公演情報につきましてはホームページでご確認ください。

（10：00～18：00 ）オペレーターが対応いたします。（休館日は除く）

サントリーホール
ホームページへは

こちらから

サントリーホール
情報誌

『Hibiki』Vol.21

2023年7月1日発行
発行責任者 ● 折井雅子
編集発行 ● サントリーホール
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表紙絵 ● 山口みれい
印刷製本 ● 共同印刷

サントリーホールディングス
株式会社は公益財団法人
サントリー芸術財団のすべ
ての活動を応援しています。

耐久性のあるしっかりした綿100パーセントの
生地に、世界最大級のオルガンを細密なグラ
フィックデザインで表現しています。（色は選べ
ません）

サントリーホール ARKクラシックスをはじめ、サ
ントリーホールに素晴らしい音色を響かせている
ピアニスト・辻井伸行さん。そのピアノ演奏の
姿をデザインした、限定のオリジナルトートバッ
グです。

プレゼント

サントリーホール情報誌『Hibiki』
サントリーホールは1986年に東京初のコンサート
専用ホールとして“世界一美しい響き”をコンセプト
に誕生しました。これからもサントリーホールの響
きを、より多くの方々にお届けしたい―そんな想
いを込めて、情報誌『Hibiki』を発行しています。

応募フォームは
こちらから

表紙絵：山口みれい
荘厳な音を響かせるオルガ
ン。その佇まいもまた迫力
です。少し柔らかな印象に
なるようにと夏らしくオリーブ
を添えてみました。


